
2

トップメッセージ

トップメッセージ

創立70周年にむけて
　加藤産業は、創立７０周年を迎える２０１７年を目標
年度とする長期ビジョンとして「強くて優しい会社」
「グループ売上１兆円、経常利益１３０億円」を掲げて
います。
　このビジョンでは、当社グループが自主独立した全
国卸売業としての存在感を維持・拡大するための規模
と収益を追求しつつ、それを支える企業体質および体
制を構築することで、社会的な付加価値を創造する事
業を通じた適正利益の確保と企業市民としての両面
から社会に貢献する企業グループへ成長することをめ
ざすものです。

物流部門を中心にＣＯ２排出量削減を推進
　環境的側面では、当社全体の約９５％を占める「支
店・営業所・物流センター」と「物流」の２部門のＣＯ２排
出量の削減が大きなテーマとなっています。
　当社は、北海道から沖縄まで全国規模で物流セン
ターを展開しています。
２０１１年度は、まず8つの物流センターの照明設備を
省エネ型へと改修する計画で、３年間で約1,100ｔの
ＣＯ２排出量削減を見込んでいます。　
　また、物流面では、お得意先さまへの積極的な物流
の最適化・効率化提案などで、実質車輛台数の削減を
はかっています。
　こうした取り組みによって、２０１０年度を基準年度と

して２０１３年度までに、ＣＯ２排出量（売上高あたり原
単位）の10％削減をめざします。

「安全・安心」確保の体制を充実
　社会的側面では、食品製造メーカーとして自社ブラ
ンド製品の「安全・安心」確保が最も重要なテーマです。
　自社グループ工場の品質管理徹底はもちろん、近年
注力してきた国内外の自社ブランド製品製造委託取引
先さまへの取り組みも着実に前進しています。訪問や
定例会などで、課題やその対策の情報共有、改善につ
いての討議の機会を増やすことで、一体となった「品
質向上のしくみ」を構築しています。
　地域社会に対しては、「障がい者の方々や将来を担
う子どもたちの役に立つところに基金を利用したい」
という想いで２００５年から実施してきた「ＫＡＴＯ　グ
リーンウッド基金」による支援を今年度も継続できまし
た。これは従業員の社会貢献活動参加人数に応じて
会社が評価し賛助金を拠出するもので、地域社会と従
業員、会社の協同の取り組みとなっています。

コンプライアンス・リスクマネジメント体制
の整備
　「ＣＳＲの取り組み」の基礎となるグループ内体制の
整備も重要です。「業務標準化プロジェクト」および
「内部統制システム」の整備改善を推進するとともに、
コンプライアンス・リスクマネジメント体制の充実にも

着手しました。

“つなぎ”をテーマに
「ＣＳＲへの取り組み」を深化
　２０１１年度のキーワードには“つなぎ”を掲げていま
す。“つなぎ”は卸売業の基本ですが、単につなぐだけ
でなく、あらゆるステークホルダーのみなさまとの関係
を深める中から「新しい価値」の創出をはかるものです。
　今後も、本業の誠実な遂行を基本に、“つなぎ”を重
視し、一歩ずつ着実に課題に取り組んでまいります。
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